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技術名称 ウォーターカッター 担当部署 アオイ化学工業㈱　開発部

NETIS登録番号  KK-180012-A 担当者 武延 芳治

社名等 アオイ化学工業㈱ 電話番号 082-877-1341

技術の概要

国の機関　　 2件　（九州　　0件　、九州以外　2件　）　
自治体　　　85件　（九州　　2件　、九州以外　83件　）　
民　 間　　　　6件　（九州　　0件　、九州以外　6件　）　

２．技術の内容

５．活用実績

　近年橋梁桁端部に雨水等で水が浸透し、鉄筋が腐食・膨張が生じコンクリートが剥落する現象が多く
見られてきています。元々は、切欠きにより水切り部を設けておりましたが、鉄筋のかぶり不足により、
腐食しやすい状況となっておりました。
　本製品は橋梁補修工事時に橋梁の長寿命化を目指し端部に設置、裏面への水の回り込みを予防す
る水切り材です。本製品では、耐候性に優れ、非常に軽いEPDMゴム発泡体を使用することにより、長期
的に水の浸透を防止します。

　ウォーターカッターは、EPDMゴム発泡体を押し出し成型により方向性の無い製品としております。
　また、同梱されている専用の取付け治具と１液型接着剤(エポボンド1CH)で接着させるだけの簡単施工
となっております。
　ウォーターカッターには、設置後の落下が起きないように接着面に引っ掛かりを生じさせる凹みを施し
てあり、非常に軽量なため落下のリスクが大きく低減をしております。
　専用の治具は、そのまま取付ける際にも使用が出来、軽量である為施工的にともなう負担が少なく
なっておりますので、どなたでも施工でいる製品となっています。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　

３．技術の効果

　本製品は、耐候性の良いＥＰＤＭゴムを採用しており、長期間にわたって雨水等の侵入を阻止します。
　また、柔軟性がありますので、施工面の凹凸に追従し、水みちを防ぎます。
　接着剤は、1液性のエポキシ接着剤を使用しておりますので、長期的に接着を有します。
　また非常に軽い発泡体で出来ておりますので、橋梁端部設置後に落下した際の第三者被害の可能性
も少なくなります。

４．技術の適用範囲

適用範囲としては、
・コンクリート構造物で水を回したくない所
・橋梁桁端部の水切り部に
となります。
※ただし、外気温が5度以上かつ湿度85%以下の範囲での施工条件となり、降雨・降雪時は適用外となり
ます。
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６．写真・図・表
　　<設置状況>

　　<用途>

　<本製品特長>
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技 術 概 要

技術名称 吊荷水平維持装置「レベラー」 担当部署 営業部

NETIS登録番号 KK-200013-A 担当者 中江武司

社名 株式会社　計装サービス 電話番号 06　6414　3880

技術の概要
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技 術 概 要 
 

技術名称 マザーズロックⅢ型（環境型ブロック） 担当部署 開発室 

NETIS登録番号 QS-180033-VR 担当者 末松吉生 

社名等 東栄商興株式会社 電話番号 092-805-1301 

技術の概要 1.技術的な開発の背景 

『多自然型川づくり』が提唱されて以来、環境に配慮された空積みブロックによる護岸

工が実施されてきたが練積みと比べ安全・安心面等の理由からあまり普及していない。

しかし、護岸の強化を優先する余り練積み護岸工だけでは河川環境の低下は避けられな

い。また、令和元年発令の『働き方改革法案』の実施に伴い、土木建設業界の現場にお

いても工期短縮が可能な工法等が求められている。このような背景から安全・安心で環

境性、施工性に優れた護岸工が期待される。 

 

2.技術の内容 

1）本技術は、基礎部の栗石と壁体ブロック内の胴込め栗石が直結し、かつ基礎部栗石

と最下段ブロックとの境界部および必要に応じて各段の上･下境界部にコンクリート

板（抵抗板と呼ぶ）をフリー状態に設置した底なしブロックによる空積み構造で、最

大の特徴は、ブロク底部の摩擦力と抵抗板の前面の受働土圧が協同して土圧に抵抗す

るため滑動抵抗性に優れている。また、簡単・迅速な施工法で工期を短縮し、生物に

棲みかを提供するとともに水循環を促進して河川環境の改善が期待できる。 

 

3.技術の効果 

1）滑動抵抗力の強化→護岸工の強化 

・基礎栗石と最下段ブロック(および各段の上･下ブロック)の胴込め栗石が直結する

ため、ブロック底部の摩擦係数(μ)は栗石の摩擦係数が活きる。また、抵抗板前面

に生起される受働土圧Ppが滑動抵抗力を更に強化する。 

滑動抵抗力Fr＝V・tan43°＋Pp・cosδ 

      ↓ 

設計条件 直高：6ｍ、法勾配：(1：0.5)  載荷重：10kN/ｍ2 

      ↓ 

壁体ブロックの控長：0.7ｍでOK 

 

2）生物に棲みか・避難場を提供する→河川環境・周辺環境の改善 

・栗石の隙間が生き物の棲みかに、増水時には避難場となる。 

・背後地との連続性が水循環を促進して河川環境を改善し、増水時には水位上昇の抑

制効果が期待できる。 

 

3）簡単・迅速な施工法で大幅に工期短縮→生産性の向上で労働時間を短縮 

・施工材料は栗石(50～150mm)  

・ブロックは長さ：2m 高さ：0.5m 控長：0.7mの1個/m2の大型ブロック 

・ブロックはワンタッチ式吊りハンガーで水平段積み 

・胴込・裏込工は栗石の一括施工 (栗石数量：0.75m3/個) 

・ベースブロックが基礎用抵抗板と本体ブロックの配置基準になる 

・凸カーブでは所定の間隔を設け、凹カーブでは隙間なくベースブロックを配置する

ことで基礎用抵抗板および本体ロックの配置が容易になる。 

 

4.技術の適用範囲  

適用可能な法勾配は1：0.3～0.5 

適用可能な直高は6.0ｍ 

適用可能な流速は8m/sec 
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コ ン セ プ ト 
 

①安全・安心の空積みブロック構造 

②生物に棲みか・避難場を提供 

③簡単・迅速な施工法 

側壁 
後壁 

前壁 

抵抗板 

安全・安心の空積みブロック構造 
 

①栗石と栗石のかみ合わせで滑動抵抗力を強化 

②抵抗板に作用する受働土圧で 

滑動抵抗力をさらに強化 

③栗石が土圧・残留水圧を軽減 

④栗石の流出のおそれがない開口部 
 

*最大流速 ： 8m 

*最大直高 ： 6m（法勾配 1：0.5） 

 

凸ｶ-ﾌﾞ(R-45M)手前～凹ｶ-ﾌﾞ(R-45M)奥 凸ｶ-ﾌﾞにおけるブロック側壁間の開き 

カーブ 試験施工 

河床 

胴込栗石 

ベ－スブロック 

基礎栗石 

魚巣ブロック 

背後地 

裏込栗石 

クラッシャラン 

低水位 

基礎用抵抗板 

中間用抵抗板 

吸出し防止材 

【 標準タイプ 】 

背後地 

地 盤 

基礎底部 
Pp：受働土圧 q：上載荷重  

PA：主働土圧   Ph：抵抗板背面の土圧 

q 

q 

w 

w T1 

T2 

PA1 

PA2 

Ph 

Pp 

Pp 

T 

T 
R 

R 

抵

抗

板

抵

抗

板
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技術名称 円形鋼管切梁【Circular Strut】 担当部署 技術課

NETIS登録番号 ＫＴ－200003－Ａ 担当者 弥富　寛明

社名等 株式会社エムーテック　福岡支店 電話番号 092-292-2264

技術の概要

国の機関　  1　件　（九州　　0件　、九州以外　1件　）　
自治体　　　 0　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　  22　件　（九州　　0件　、九州以外　22件　）　

２．技術の内容

５．活用実績

従来の一般的なH形鋼の切梁を使用した技術では、弱軸の耐力が劣るため、ロングスパンでは中間(棚)
杭が必要という課題があり、特に近年の土木建築現場等におきましては、ロングスパンでも中間(棚)杭を
削減でき、土工等の作業効率が上がり、また鋼材費用や施工手間等が低減、施工性および経済性の向
上が図れるような工法の開発が急務となっておりました。

円形鋼管切梁は、断面性能が一定の円形鋼管を用いた切梁です。X(強軸)-Y(弱軸)方向によらず断面性
能が一定で且つ同一断面積では断面二次モーメントが最大であり、圧縮およびねじれに対して最大の抵
抗を示します。また、風圧による抵抗も少なく抑えます。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書

３．技術の効果

円形鋼管切梁は、一般的なH形鋼の切梁から、断面性能が一定である円形鋼管の切梁に変えたことによ
り、
(1)中間(棚)杭を削減でき、支障のないスムーズな内部掘削や躯体構築が可能であるため、施工性の向
上および工程の短縮が図れます。
(2)中間(棚)杭の鋼材費用や設置・撤去の手間が低減できるため、経済性の向上が図れます。
(3)方向によらず断面性能が一定で、同一面積では断面二次モーメントが最大、圧縮およびねじれに対し
て最大の抵抗を示し、風圧による抵抗が小さいため、品質の向上が図れます。

４．技術の適用範囲

①適用可能な範囲
・切梁を必要とする土留め支保工。
②特に効果の高い適用範囲
・仮設材の賃料期間が長期となる仮設材を多く使用する大規模工事。
・ロングスパンの切梁を数多く必要とする工事。
※適用にあたり、関係する基準およびその引用元
・道路土工-仮設構造物工指針(平成11年3月(日本道路協会))
・道路橋示方書・同解説、Ⅰ共通編、Ⅱ鋼橋・鋼部材編(平成29年11月(日本道路協会))
・山留め設計指針(平成29年11月(日本建築学会))
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６．写真・図・表

円形鋼管切梁「Circular Strut」設置例

【施工手順】

①準備・搬⼊
・機材や重機を搬⼊し設置する。
・Circular Strutや他の必要な資材の荷下ろしを行う。

②ブラケット取付
・土留壁へブラケットを取り付ける。

③腹起し・切梁・⽕打梁取付
・腹起し、切梁および⽕打梁を取り付ける。

④ジャッキカバー取付等
・ジャッキカバーを取り付ける。
・ジャッキの加圧を行う。
・ボルトの本締めを行う。

⑤後⽚付け
・現場の後⽚付けを行い、機材や重機の搬出を行う。

1.試験実施日: 2018年12月15日

2.試験場所: 工学院大学⼋王子実験施設内(東京都⼋王子市)

3.試験目的: 鋼管切梁継ぎ手部の耐力についての確認

4.試験方法: フランジジョイント接合部を中心軸に、単純梁2点
　加力として、単調漸増載荷を行った。

5.試験結果: 最大強度は1,407kNで、この時の曲げモーメント
　は879kNmであった。鋼管の許容曲げモーメントと各加力
　時の曲げモーメントを下記の表に示す。(括弧内の割合は、
　母材である鋼管の断面係数に許容曲げ応力度を乗じた許
　容曲げモーメントに対する割合を示す。)

6.考察: 弾性域と捉えられる線形域での耐力は鋼管曲げ耐力
　の80%程度を確保し、鋼管切梁継ぎ手部に十分な曲げ耐
　力があることが確認できた。
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